
  

 

   令和元年８月１日 

総合政策局環境政策課 

 

令和元年度グリーンスローモビリティの活用検討に向けた実証調査支援事業の 

「実証調査地域」を７地域選定しました！ 

 

環境への負荷が少なく、狭い路地も通行が可能で、高齢者の足の確保や観光客の周遊に資す

る「新たなモビリティ」として期待されているグリーンスローモビリティ（略称：グリスロ）

の地域での活用に向け、地方自治体を対象に実証調査地域を募集したところ、14 地域から応募

があり、審査の結果、７地域を選定しました。今後、選定された７地域において、本年秋頃か

ら実証調査を行ってまいります。 

※グリーンスローモビリティ…時速 20km 未満で公道を走ることが可能な 4 人乗り以上の電動パブリックモビリティ 

 

提案者 事業名称 

千葉県松戸市 
全世代型地域共生ﾓﾋﾞﾘﾃｨ実証事業 with 都市型介護予防ﾓﾃﾞﾙ松戸ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 

【郊外住宅地における介護予防・健康づくりを推進する定路線型ﾓﾋﾞﾘﾃｨ】 

兵庫県明石市 
地理的交通不便地域の生活を支える次世代ﾓﾋﾞﾘﾃｨの導入実験 

【標高差のある住宅地と生活拠点・ﾊﾞｽ停を結ぶ定路線型ﾓﾋﾞﾘﾃｨ】 

兵庫県朝来市 
坂道の住宅団地を駆け巡るﾗｽﾄﾜﾝﾏｲﾙﾓﾋﾞﾘﾃｨ 

【中山間地域の住宅地におけるｼﾙﾊﾞｰ人材が活躍する定路線型ﾓﾋﾞﾘﾃｨ】 

岡山県笠岡市 
ｽﾛｰな空間・ｽﾛｰな乗り物 ～期待に応えるﾓﾋﾞﾘﾃｨ＠笠岡諸島～ 

【離島の住民の移動と観光周遊手段を兼ねるﾃﾞﾏﾝﾄﾞ型・定路線型ﾓﾋﾞﾘﾃｨ】 

山口県宇部市 

“ｺﾝﾊﾟｸﾄｼﾃｨに向けて” 

どこでも入れる「地域の足」まちなかｸﾞﾘｰﾝｽﾛｰﾓﾋﾞﾘﾃｨ実証事業 

【中心市街地における高齢者の移動手段としての定路線型ﾓﾋﾞﾘﾃｨ】 

宮崎県宮崎市 
中心市街地の回遊性向上による波及効果を目指した新ﾓﾋﾞﾘﾃｨ実証調査事業 

【駅とまちなかをつなぎ、市街地を活性化させる定路線型ﾓﾋﾞﾘﾃｨ】 

宮崎県延岡市 
自律性の高い集落形成を後押しする新ﾓﾋﾞﾘﾃｨ実証事業 

【公共交通の空白地である三角州地帯の生活を支えるﾃﾞﾏﾝﾄﾞ型ﾓﾋﾞﾘﾃｨ】 

 
 

※グリーンスローモビリティの詳細については、こちらのページをご参考ください。 

http://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/environment/sosei_environment_fr_000139.html 

【問い合わせ先】国土交通省総合政策局環境政策課 多田（24341）、杉山（24324）、塚田（24322） 

ＴＥＬ：０３－５２５３－８１１１（代表） ０３－５２５３－８２６３（直通） 

ＦＡＸ：０３－５２５３－１５５０ 

 

 

※写真は、前年度の 

採択地域でのグリ

スロ走行の様子 


